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企
画
展
の
舞
台
裏

〜
平
成
二
十
一
年
度
企
画
展
よ
り
〜

　

去
る
九
月
二
十
八
日
か
ら
十
一
月
二
十
七

日
に
か
け
て
、
本
館
展
示
室
に
お
い
て
「
公

文
書
と
写
真
が
語
る
伊
勢
湾
台
風
― 

襲
来
か

ら
五
十
年
、
今
よ
み
が
え
る
大
災
害
の
記
憶

―
」
を
テ
ー
マ
に
、
企
画
展
を
開
催
し
ま
し

た
。
そ
の
準
備
か
ら
開
催
ま
で
を
振
り
返
り
、

担
当
者
か
ら
見
た
企
画
展
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　

資
料
集
め

　

伊
勢
湾
台
風
に
関
す
る
公
文
書
や
資
料
は

百
冊
以
上
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
内

容
を
一
冊
一
冊
確
か
め
つ
つ
、
展
示
に
利
用

で
き
る
資
料
か
ど
う
か
を
考
え
大
ま
か
に
選

ん
で
い
き
ま
し
た
。
分
厚
い
公
文
書
の
頁
を

地
道
に
繰
っ
て
い
く
の
は
骨
が
折
れ
る
こ
と

で
し
た
が
、
そ
の
分
興
味
深
い
資
料
を
発
見

し
た
時
の
喜
び
は
ひ
と
し
お
で
し
た
。

　
　

資
料
選
択
の
難
し
さ

　

目
星
を
つ
け
た
資
料
を
さ
ら
に
詳
し
く
読

み
進
め
ま
し
た
。
ど
の
部
分
を
展
示
に
利
用

す
る
か
、
ま
た
重
要
な
記
述
の
見
落
と
し
が

無
い
か
を
探
す
の
が
目
的
で
す
。
こ
こ
で
の

反
省
点
は
、「
苦
労
し
て
読
ん
だ
資
料
だ
か

ら
、何
と
か
利
用
し
た
い
」と
い
う
欲
が
出
て

し
ま
い
、
展
示
の
主
旨
に
合
わ
な
い
も
の
ま
で

選
び
が
ち
で
あ
っ
た
こ
と
で
す
。
こ
の
資
料
の

取
捨
選
択
と
い
う
作
業
が
一
番
困
難
で
し
た
。

　
　

解
説
書
作
成

　

課
題
は
今
後
の
資
料
の
利
用
促
進
の
た

め
、
選
択
し
た
資
料
を
い
か
に
簡
潔
明
瞭
に

紹
介
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
伊
勢

湾
台
風
の
概
略
も
織
り
込
み
な
が
ら
作
成
す

る
の
で
す
が
、
資
料
が
残
っ
て
い
な
い
項
目

に
つ
い
て
は
、
概
略
ば
か
り
の
説
明
に
陥
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
　

展
示
作
業

　

完
成
し
た
解
説
書
を
片
手
に
、
い
よ
い
よ

実
際
に
資
料
を
並
べ
ま
す
。伊
勢
湾
台
風（
台

風
十
五
号
）
に
、
伊
勢
湾
台
風
以
前
の
風
水

害
史
も
加
え
て
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

　
　

「
伊
勢
湾
台
風
以
前
の
風
水
害
史
」

　

江
戸
時
代
の
水
害
（
天
保
十
二
年
水
害
）

に
関
す
る
古
文
書
（「
戸
谷
家
文
書
」）
を
展

示
し
ま
し
た
が
、
中
に
は
虫
食
い
に
よ
る
損

傷
が
激
し
く
、
取
り
扱
い
に
細
心
の
注
意
を

要
す
る
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
他
に
明
治

二
十
二
年
台
風
（「
功
程
書
留
」
東
加
茂
郡

役
所
文
書
）、
二
十
六
年
台
風
（「
風
水
災
一

件
書
類
」
幡
豆
郡
役
所
文
書
）
や
、
昭
和

二
十
八
年
の
台
風
十
三
号
に
関
す
る
公
文
書

を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
　

「
伊
勢
湾
台
風
（
台
風
十
五
号
）」

　

今
回
の
展
示
が
例
年
と
大
き
く
異
な
っ
た

点
は
、
展
示
資
料
の
数
で
す
。
例
年
そ
の
数

は
四
十
点
程
度
で
す
が
、
今
年
は
写
真
に
つ

い
て
は
三
十
五
点
、
公
文
書
等
は
六
十
点
と

計
百
点
近
く
あ
っ
た
た
め
、
資
料
を
い
か
に

整
然
と
配
置
す
る
か
試
行
錯
誤
し
ま
し
た
。

　

台
風
の
猛
威
で
は
、
一
目
で
被
災
状
況
が

わ
か
る
よ
う
に
、
当
時
の
ニ
ュ
ー
ス
Ｄ
Ｖ
Ｄ

（
県
政
ニ
ュ
ー
ス
）
を
放
映
し
ま
し
た
。
こ

こ
で
足
を
止
め
、
次
々
と
流
れ
る
被
災
地
の

映
像
に
見
入
る
方
々
が
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。
ま
た
県
内
各
地
の
被
害
状
況
地
図

と
一
緒
に
、
被
害
写
真
集
の
中
か
ら
特
に
悲

惨
だ
と
思
っ
た
写
真
を
展
示
し
ま
し
た
が
、

ど
れ
も
こ
れ
も
痛
々
し
く
捨
て
難
い
写
真
ば

か
り
で
、
選
ぶ
際
に
は
大
変
迷
い
ま
し
た
。

今
回
展
示
し
な
か
っ
た
写
真
も
、
是
非
ご
覧

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

応
急
活
動
・
応
急
対
策
で
は
、
名
古
屋
市

南
区
の
被
害
が
記
さ
れ
て
い
る
「
伊
勢
湾
台

風
被
害
状
況
、
救
援
図
」
が
目
玉
資
料
で
し

た
。
避
難
所
の
設
置
場
所
や
罹
災
世
帯
、
浸

水
期
間
な
ど
が
地
区
別
に
詳
し
く
記
さ
れ
て

お
り
、
数
あ
る
図
面
資
料
の
中
で
も
珍
し
い

も
の
で
し
た
。

　
　

公
文
書
の
役
割

　

今
年
は
伊
勢
湾
台
風
襲
来
か
ら
五
十
年
と

い
う
節
目
の
年
に
当
た
り
ま
す
。
そ
の
記
憶

を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
、
ひ
い
て
は
こ
の

企
画
展
を
ご
覧
に
な
っ
た
方
々
が
、
改
め
て

防
災
意
識
を
高
め
て
頂
け
れ
ば
と
い
う
思
い

か
ら
、現
代
の
公
文
書
の
展
示
を
試
み
ま
し
た
。

　

現
代
の
公
文
書
は
、
古
文
書
な
ど
の
希
少

価
値
の
高
い
も
の
に
比
べ
、
一
般
的
に
は
目

に
す
る
機
会
が
少
な
く
、
面
白
味
に
欠
け
る

も
の
だ
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
当

時
の
様
子
を
現
在
に
伝
え
る
と
い
う
枠
組
み

に
お
い
て
は
、
ど
ち
ら
も
貴
重
な
も
の
で
あ

る
こ
と
に
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
、
伊

勢
湾
台
風
の
よ
う
な
大
災
害
が
発
生
し
た
場

合
に
、
保
存
さ
れ
て
き
た
現
代
の
公
文
書
を

私
達
が
活
か
し
、
ま
た
歴
史
の
語
り
部
と
し

て
の
役
割
を
果
た

さ
せ
て
初
め
て
、

現
代
の
公
文
書
が

持
つ
歴
史
的
価
値

を
有
意
義
に
活
用

し
た
と
言
え
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
（
早
水
久
美
子
）

　

表
紙
写
真
の
解
説

伊
勢
湾
台
風
関
係
記
録
史
料

　

昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
九
月

二
十
六
日
、
愛
知
県
を
襲
っ
た
台
風
十
五
号

（
伊
勢
湾
台
風
）
に
関
す
る
本
館
所
蔵
の
記

録
史
料
（
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
）
の
一
部
で
す
。

　

大
別
し
て
、
知
事
部
局
本
庁
及
び
地
方
機

関
が
作
成
又
は
収
受
し
た
百
冊
を
超
え
る
公

文
書
を
は
じ
め
、
災
害
復
興
誌
な
ど
行
政
資

料
、
県
で
撮
影
し
た
記
録
写
真
（
ネ
ガ
フ
ィ

ル
ム
を
含
む
）、
元
職
員
の
寄
贈
資
料
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　

被
災
か
ら
半
世
紀
が
経
過
し
、
大
災
害
の

記
憶
も
徐
々
に
人
々
の
脳
裏
か
ら
薄
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
自
然
災
害
は
過
去
に

限
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
備
え
は
常
に

し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

県
庁
が
作
成
し
、保
存
し
た
公
文
書
に
は
、

当
時
の
行
政
の
施
策
や
対
応
、
報
告
、
記
録

な
ど
が
あ
り
の
ま
ま
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

時
代
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
と
言
え
る
も
の
で

す
。
こ
れ
ら
の
文
書
は
、
保
存
期
間
の
満
了

と
共
に
本
来
の
行
政
的
な
価
値
は
失
わ
れ
ま

し
た
が
、
歴
史
資
料
と
し
て
の
価
値
は
消
滅

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
記
録
史
料
を
残

し
、
利
用
出
来
る
よ
う
に
し
て
お
け
ば
、
伊

勢
湾
台
風
の
教
訓
も
今
後
の
風
水
害
対
策
に

十
分
活
か
す
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

歴
史
的
公
文
書
の
保
存
と
活
用
に
努
め
る

こ
と
は
、
現
在
・
未
来
に
お
い
て
、
よ
り
良

い
社
会
を
築
き
、
よ
り
良
い
行
政
を
行
っ
て

い
く
た
め
に
も
重
要
な
こ
と
で
す
。

（
石
川
幹
彦
）

企
画
展
の
舞
台
裏

〜
平
成
二
十
一
年
度
企
画
展
よ
り
〜

県の魚　クルマエビ
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今
回
は
大
脇
家
文
書
よ
り
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
頼
母

子
講（
た
の
も
し
こ
う
）に
関
す
る
文
書
を
読
ん
で
み
ま
す
。

（
解
説
）

　

時
は
江
戸
時
代
末
期
―
困
窮
し
た
日
々
の
生
活
の
中
で
、
ま
と
ま
っ
た
金
が

入
用
に
な
っ
た
、
年
貢
の
支
払
い
の
目
処
が
つ
か
な
い
、
そ
の
よ
う
な
事
態
に

利
用
さ
れ
た
の
が
相
互
扶
助
を
目
的
と
し
た
組
織
、
頼
母
子
講
で
す
。

　

頼
母
子
講
は
そ
の
形
態
を
変
え
つ
つ
、
古
く
は
中
世
に
始
ま
り
、
近
世
を

通
じ
て
広
く
一
般
的
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
近
世
に
お
い
て
は
、
村
落
内

で
行
わ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
参
勤
交
代
の
旅
費
捻
出
を
目
的
と
し
た
藩
営
の

も
の
や
、
寺
社
が
財
政
の
維
持
や
参
拝
費
用
調
達
を
目
的
と
し
て
行
っ
た
も

の
も
あ
り
、
頼
母
子
講
は
大
き
く
活
躍
し
ま
し
た
。

　

頼
母
子
講
で
は
、
親
と
呼
ば
れ
る
発
起
人
と
子
と
呼
ば
れ
る
構
成
員
達
が
、

定
期
的
に
一
定
の
掛
け
金
（
懸
金
）
を
出
資
し
ま
す
。
そ
う
し
て
集
ま
っ
た

懸
金
の
借
り
手
を
講
内
か
ら
決
め
ま
す
が
、
そ
の
際
に
は
く
じ
や
入
札
な
ど

の
方
法
が
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
し
借
り
る
場
合
に
は
、
土
地
や
住
居
を
担
保

と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
文
書
の
別
紙
冒
頭
に
は
、
担
保
と
す
る

土
地
の
無
い
者
は
、
た
と
え
く
じ
に
当
た
っ
て
も
借
り
る
順
番
は
最
後
に
回

す
旨
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
く
じ
が
採
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
借
り
受
け
希
望
者
全
員
に
掛
け
金
が
回
り
切
れ
ば
、そ
の
講
は「
満

会
」
と
な
り
解
散
し
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
今
年
の
年
貢
の
支
払
い
に
行
き
詰
ま
っ
た
太
左
衛
門
が
、
家

屋
敷
を
含
む
土
地
を
担
保
に
、
金
拾
両
を
借
用
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

そ
し
て
毎
年
定
日
に
必
ず
返
金
し
、
も
し
最
後
ま
で
少
し
で
も
返
済
が
滞
っ

た
な
ら
ば
、
担
保
の
土
地
は
御
連
中
（
講
の
構
成
員
）
に
取
上
げ
ら
れ
、
そ

の
時
に
は
一
言
の
文
句
も
言
わ
な
い
こ
と
を
約
束
し
て
い
ま
す
。
続
く
証
文

で
は
、
要
助
が
そ
の
証
人
と
し
て
立
っ
て
お
り
、
子
で
あ
る
太
左
衛
門
に
懸

金
の
出
資
で
不
埒
が
あ
れ
ば
、
質
地
は
自
分
が
引
請
け
、
満
会
に
な
る
ま
で

必
ず
懸
次
（
か
け
つ
ぎ
）
し
続
け
る
と
念
を
押
し
て
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
文
書
は
尾
張
藩
の
村
に
お
け
る
、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
か
ら

慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
ま
で
の
、「
安
政
四
年　

頼
母
子
講
手
形
帳　

巳

十
二
月　

親
甚
六
」
の
一
部
で
、
縦
帳
袋
と
じ
形
態
を
と
っ
て
い
ま
す
。
手

形
帳
に
は
、
他
に
も
頼
母
子
講
の
規
定
や
借
受
け
の
内
容
、
返
済
期
日
な
ど

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
手
に
取
っ
て
ご
覧
頂
き
、
こ
の
文
書
が
経
た

百
五
十
年
余
り
を
感
じ
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
早
水
久
美
子
）

　
（
解
読
文
）

　

頼
母
子
講
手
形
之
事

一
金
拾
両
也　

此
質
地
ハ　

家
屋
敷
書
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

添
家
壱
軒
分　

右
是
ハ
当
午
之
御
年
貢
ニ
指
詰
リ
申
ニ
付
、

金
子
御
連
中
よ
り
借
用
仕
、
則
御
年
貢
ニ
御
上
納

仕
候
所
実
正
也
、
返
金
之
義
ハ
、
毎
年
定
日

急
度
返
金
可
仕
候
、
若
終
会
之
節
迄
少
茂

相
滞
候
ハ
ヽ
、
右
書
入
質
地
御
取
切
御
支
配
可
被
成
候
、
其

時
一
言
之
違
乱
申
間
敷
候
、
為
後
日
手
形

依
而
如
件

　

安
政
五
年　
　
　
　

借
り
主　

太
左
衛
門
（
印
）

　

午
十
月
廿
七
日　
　

証
人　
　

要　
　

助
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
屋　
　

津
右
衛
門
（
印
）

　

御
連
中
様　

　
　

差
出
し
申
書
付
之
事

右
太
左
衛
門
よ
り
指
出
し
申
証
文
面
急
度

相
心
得
罷
在
候
、
私
シ
請
人
罷
立
候
、
然
上

若
当
人
よ
り
懸
金
不
埒
候
節
者
右
質
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

私
シ
江

引
請
、
満
会
之
節
迄
急
度
懸
次
可
仕
候
、

為
念
之
依
而
如
件　
　
　
　
　
　
　

同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

要
助
（
印
）

古
文
書
解
読
講
座

古
文
書
解
読
講
座

レ

レ
レ

二

一

二

一

レ

レ

レ
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本
館
が
所
蔵
す
る
愛
知
県
教
育
会
文
書

は
、
か
つ
て
愛
知
県
文
化
会
館
愛
知
図
書
館

が
所
蔵
し
て
い
た
資
料
で
、
後
に
県
図
書
館

か
ら
本
館
へ
移
管
さ
れ
ま
し
た
。

　

愛
知
県
教
育
会
は
、
近
代
に
お
い
て
教
育

問
題
、
教
育
方
針
な
ど
調
査
活
動
の
支
援
、

教
員
の
資
質
向
上
、
社
会
教
育
の
向
上
な
ど

を
目
的
と
し
た
事
業
を
積
極
的
に
展
開
し
、

本
県
教
育
の
発
展
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し

ま
し
た
。

　

本
会
は
、
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
三

月
に
県
内
教
育
関
係
有
志
ら
に
よ
り
設
立

さ
れ
た
教
育
団
体
「
愛
知
教
育
会
」（
総
理

は
勝
間
田
稔
愛
知
県
知
事
、
会
長
は
大
窪
実

愛
知
県
尋
常
師
範
学
校
長
）
を
始
ま
り
と
し

て
い
ま
す
。
同
二
十
一
年
十
一
月
、
大
日
本

教
育
会
の
愛
知
部
会
と
な
り
ま
し
た
が
、
同

二
十
三
年
一
月
、
同
会
が
部
会
を
廃
止
し
た

た
め
、
元
の
名
称
に
戻
さ
れ
ま
し
た
。
同

三
十
四
年
か
ら
は
、
県
各
地
に
あ
っ
た
教
育

会
の
連
合
体
と
な
り
会
則
を
変
更
、
大
正
六

年
（
一
九
一
七
）
十
一
月
に
「
愛
知
県
教
育

会
」
と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。
本
会
は
、
昭
和

十
九
年
（
一
九
四
四
）、
大
日
本
教
育
会
の

愛
知
県
支
部
に
な
る
ま
で
存
続
し
ま
し
た
。

　

本
文
書
は
、「
愛
知
県
教
育
会
」
時
代
の

も
の
を
主
と
し
て
お
り
、
資
料
か
ら
は
、
事

業
や
業
務
な
ど
会
の
活
動
実
態
が
具
体
的
に

明
ら
か
と
な
り
ま
す
。
当
時
の
教
育
行
政
と

密
接
な
か
か
わ
り
を
持
ち
、
本
県
教
育
の
改

善
、
発
展
に
貢
献
し
た
こ
と
が
分
か
る
生
の

歴
史
資
料
で
す
。

　

県
教
育
会
の
目
的
は
、「
本
県
教
育
の
改

良
発
達
を
図
る
」
こ
と
で
あ
り
、
会
員
は
郡

市
教
育
会
員
・
特
別
教
育
団
体
（
県
内
中
等

以
上
の
官
公
私
立
学
校
の
職
員
、
官
庁
吏
員

で
会
の
目
的
事
業
に
協
賛
す
る
者
十
名
以
上

の
団
体
）
な
ど
で
し
た
。
事
業
の
内
容
は
、

教
育
上
緊
要
の
事
項
を
研
究
審
査
し
又
は
施

設
す
る
こ
と
（
各
種
教
育
講
習
会
の
開
催
な

ど
）、
雑
誌
を
発
行
し
、
便
宜
教
育
に
関
す

る
図
書
を
出
版
す
る
こ
と
（
雑
誌
『
愛
知
教

育
』
の
編
集
発
行
、『
愛
知
県
郷
土
見
学
の

莱
』『
愛
知
県
金
石
文
集
』『
愛
知
県
現
存
五

人
組
文
書
集
』
な
ど
郷
土
史
関
係
図
書
の
刊

行
な
ど
）、
教
育
上
功
績
あ
る
も
の
を
表
彰

す
る
こ
と
、
教
育
視
察
の
た
め
、
又
は
求
め

に
よ
り
派
遣
員
を
出
す
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
。
役
員
は
会
長
・
副
会
長
・
顧
問
・
理

事
長
な
ど
、
職
員
は
主
事
・
書
記
・
嘱
託
が

置
か
れ
て
い
ま
し
た
。
集
会
と
し
て
総
会
・

代
議
員
会
・
理
事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
お
い
て
は
事
業
及
び
会
計
報
告
な
ど

が
行
わ
れ
、
代
議
員
会
へ
は
事
業
の
施
設
方

法
、
会
則
の
変
更
な
ど
が
議
事
に
付
さ
れ
ま

し
た
。

　

同
文
書
に
は
、
県
教
育
会
職
員
で
あ
っ
た

伊
奈
森
太
郎
氏
（
一
八
八
三
〜
一
九
六
一
）

が
関
わ
っ
て
い
た
業
務
の
資
料
が
多
く
見
ら

れ
ま
す
。
伊
奈
氏
は
渥
美
郡
田
原
町
出
身

の
教
員
で
、
熱
心
な
郷
土
史
の
研
究
者
で
し

た
。
地
元
の
小
学
校
長
を
退
職
後
、
県
教
育

会
に
勤
め
、
愛
知
県
教
育
史
の
編
纂
主
任
と

し
て
、
郷
土
の
歴
史
・
民
俗
の
調
査
研
究
や

歴
史
資
料
の
編
纂
刊
行
を
進
め
、
郷
土
教
育

の
発
展
に
尽
力
し
ま
し
た
。
本
文
書
の
中
に

は
郷
土
史
関
係
の
原
稿
類
も
多
く
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

本
史
料
群
に
付
随
す
る
文
書
と
し
て
、
別

に
戦
前
の
愛
知
県
小
学
校
長
会
文
書
な
ど

も
あ
り
、
全
体
の
史
料
群
の
構
造
は
複
雑
と

な
っ
て
い
ま
す
。
県
小
学
校
長
会
は
、
昭
和

前
期
、
県
教
育
会
の
建
物
で
あ
る
教
育
会
館

（
県
庁
構
内
）
に
常
時
、
事
務
室
を
設
置
し

て
い
た
教
育
団
体
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
恐
ら
く
、
同
会
館
内
に
あ
っ
た
文
書
が

一
括
し
て
県
図
書
館
に
持
ち
込
ま
れ
、
混
在

し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
整
理
に
当
た
っ

て
は
、
県
教
育
会
文
書
と
そ
の
他
の
文
書
に

分
け
ま
し
た
が
、
出
所
を
同
じ
く
す
る
史
料

群
と
し
て
、
文
書
や
目
録
は
一
つ
に
ま
と
め

て
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
も
県
図
書
館
に
は｢

寺
院
に

関
す
る
調
査｣

｢

神
社
に
関
す
る
調
査｣

「
維

新
前
寺
子
屋
手
習
師
匠
郷
学
校
私
学
校
の
調

査
」
な
ど
の
調
査
資
料
、
明
治
期
教
科
書
な

ど
刊
行
物
類
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
分
散
保

存
の
状
態
に
あ
り
ま
す
。
本
館
に
移
管
さ
れ

た
資
料
は
お
よ
そ
六
十
点
で
、
大
正
か
ら
昭

和
前
期
の
事
務
書
類
や
編
纂
原
稿
な
ど
が
中

心
で
す
。
ま
た
、
県
教
育
会
が
教
育
史
編
纂

資
料
と
し
て
活
用
し
た
明
治
期
県
庁
文
書
の

一
部
も
本
館
で
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

　

県
図
書
館
の
同
会
資
料
も
併
せ
て
調
査

し
、
史
料
群
の
全
体
像
を
復
元
す
る
こ
と
に

よ
り
、
県
教
育
会
の
こ
と
は
勿
論
、
本
県
近

代
教
育
史
の
一
端
が
浮
き
彫
り
に
な
る
こ
と

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
時
代
の
愛
知
県
庁
文
書
は
ほ
と
ん
ど

が
廃
棄
さ
れ
、
現
存
し
て
い
る
も
の
が
少
な

い
の
で
、
愛
知
県
教
育
会
文
書
は
、
近
代
愛

知
県
教
育
行
政
史
の
空
白
を
埋
め
る
貴
重
な

資
料
と
い
え
ま
す
。　
　
　

    

（
石
川
幹
彦
）

　

愛
知
県
教
育
会
文
書
（
主
な
も
の
）

本
会
沿
革　

大
正
元
年
十
二
月
調
査　

大
正
十
五
年
よ
り
予
算
書
類
綴

愛
知
県
教
育
会
理
事
会
・
評
議
会
・
代
議
員

会
等
綴
（
昭
和
四
〜
十
九
）

総
会
書
類
（
昭
和
六
〜
十
六
）

﹇
愛
知
県
教
育
会
﹈
日
記
（
昭
和
八
〜
十
）

編
纂
教
育
部
会
記
録　

昭
和
十
一
年
七
月

総
務
部
関
係
書
類
（
昭
和
十
九
〜
二
十
一
）

愛
知
県
歴
史
年
表
（
原
稿
）

愛
知
県
郷
土
見
学
の
莱
（
原
稿
）

愛
知
県
名
勝
旧
蹟
録
（
原
稿
）

土
俗
信
仰
（
原
稿
）　　

愛
知
県
史
目
録
（
原
稿
）

愛
知
県
金
石
文
集
（
原
稿
）

愛
知
県
現
存
五
人
組
文
書
集
（
原
稿
）

五
人
組
文
書
（
原
稿
）

郷
土
唱
歌
（
原
稿
）

民
謡
俚
謡
童
謡
調
査
票
（
原
稿
）

　

資
料
紹
介

愛
知
県
教
育
会
文
書
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本
年
二
月
二
十
日
（
金
）
に
標
記
会
議
が
、

愛
知
県
三
の
丸
庁
舎
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
会
議
は
、
市
町
村
に
お
け
る

公
文
書
館
機
能
の
整
備
を
促
進
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
も
の
で
、
県
が
今
回
初
め
て
開

催
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
会
議
に
は
、
県

内
六
十
一
市
町
村
の
う
ち
、
四
十
八
市
町
、

六
十
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

始
め
に
、
主
催
者
で
あ
る
愛
知
県
の
戸
邊

博
夫
公
文
書
館
長
か
ら
開
会
の
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。
戸
邊
館
長
は
、「（
国
の
）
公
文
書

管
理
の
在
り
方
等
に
関
す
る
有
識
者
会
議
の

最
終
報
告
（「
時
を
貫
く
記
録
と
し
て
の
公

文
書
管
理
の
在
り
方
」
を
提
言
）
の
意
義
」、

「
県
公
文
書
館
を
取
り
巻
く
厳
し
い
状
況
」、

「
公
文
書
管
理
法（
仮
称
）制
定
の
動
き
」、「
市

町
村
合
併
に
よ
る
旧
市
町
村
資
料
の
散
逸
防

止
」
な
ど
公
文
書
を
め
ぐ
る
現
下
の
重
要
課

題
に
言
及
し
な
が
ら
、
公
文
書
等
の
適
切
な

保
存
と
利
用
の
重
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。
そ

し
て
、「
市
町
村
と
県
が
意
見
や
情
報
を
交

換
す
る
場
を
設
け
る
こ
と
は
、
公
文
書
館
に

つ
い
て
の
意
識
を
醸
成
し
、
問
題
点
を
共
有

す
る
な
ど
、
公
文
書
館
機
能
整
備
の
推
進
に

寄
与
で
き
る
。」
と
今
回
の
会
議
の
意
義
を

強
調
し
て
、
挨
拶
を
結
び
ま
し
た
。

　

議　

題

　

そ
し
て
、
本
日
の
議
題
に
入
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

《
議
題
一
》「
愛
知
県
に
お
け
る
公
文

書
保
存･

利
用
の
状
況
に
つ
い
て
」

　

愛
知
県
公
文
書
館
に
お
け
る
公
文
書
管
理

の
現
状
を
総
務
部
法
務
文
書
課
の
伊
藤
敦

彦
主
査
が
説
明
を
し
ま
し
た
。
配
布
資
料
の

「
愛
知
県
公
文
書
館
年
報　

平
成
二
十
年
度
」

に
よ
り
、（
一
）
公
文
書
館
の
概
要
（
①
沿
革
、

②
組
織
、
③
施
設
概
要
等
）
と
（
二
）
公
文
書
館

の
業
務
（
①
収
蔵
状
況
、
②
収
集
状
況
（
収
集
数

量
、
収
集
対
象
、
収
集
基
準
）、
③
整
理
・
保
存
方
法
、

④
利
用
状
況
等
）
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

《
議
題
二
》「
豊
田
市
に
お
け
る
歴
史

的
公
文
書
の
保
存･

公
開
事
業
の
取
組

に
つ
い
て
」

　

現
在
、
歴
史
的
公
文
書
の
保
存･

公
開
事

業
の
実
施
を
目
指
し
、
そ
の
取
組
を
進
め
て

い
る
豊
田
市
の
状
況
に
つ
い
て
、
豊
田
市
総

務
部
庶
務
課
の
河
木
千
世
主
査
が
説
明
を
し

ま
し
た
。「
市
の
歩
み
が
記
載
さ
れ
た
歴
史

的
価
値
あ
る
公
文
書
を
選
別
・
収
集･
保
存

･

公
開
す
る
こ
と
で
、
豊
田
市
の
歴
史
を
残

し
、
後
世
の
利
用
に
供
す
る
。｣

と
い
う
こ

と
を
事
業
目
的
と
し
て
、「
公
文
書
館
と
い

う
独
立
し
た
施
設
は
置
か
ず
、
歴
史
的
公
文

書
保
存
の
制
度
を
構
築
し
、
事
業
の
目
的
を

果
た
す
。｣

と
い
う
事
業
コ
ン
セ
プ
ト
の
下

に
、
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
歴
史
的
公
文
書

の
公
開
に
向
け
て
の
具
体
的
な
取
組
を
、
レ

ジ
メ
に
沿
っ
て
詳
し
く
説
明
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

講　

演

　

議
題
に
引
き
続
き
、｢

公
文
書
館
の
意

義
と
役
割
に
つ
い
て
―
国
立
公
文
書

館
に
お
け
る
具
体
的
事
例
か
ら
―｣

と

題
し
、
国
立
公
文
書
館
統
括
公
文
書
専
門
官

高
山
和
文
氏
が
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
演
は
、
最
初
に
、「
最
近
の
国
立
公
文

書
館
を
め
ぐ
る
主
な
動
き
」
に
つ
い
て
、
政

府
と
国
会
議
員
を
中
心
と
し
た
、
文
書
管
理

の
法
制
化
と
国
立
公
文
書
館
の
充
実
強
化
を

目
指
す
動
き
を
概
観
し
た
後
、
本
日
の
テ
ー

マ
で
あ
る
「
公
文
書
館
の
意
義
と
役
割
」
に

つ
い
て
、
国
立
公
文
書
館
の
事
例
や
現
行
法

制
な
ど
に
基
づ
き
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、「
公
文
書
」
は
「
教
訓
を
学
び
、
未

来
の
国
民
に
対
す
る
説
明
責
任
を
果
た
す

国
民
の
貴
重
な
共
有
財
産
」
で
あ
り
、「
公

文
書
館
」
は
「
公
文
書
の
保
存
と
利
用
を

通
じ
て
、
民
主
国
家
の
発
展
と
質
の
高
い
生

活
の
実
現
に
貢
献
す
る
と
い
う
使
命
を
持
つ

も
の
」
で
あ
り
、
そ
し
て
、
今
ま
さ
に
制
定

が
進
め
ら
れ
て
い
る
「
公
文
書
管
理
法
（
仮

称
）」
は
、「
公
文
書
等
の
作
成
・
保
存
・
移

管
・
利
用
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
通
じ
た
文

書
管
理
の
統
一
ル
ー
ル
を
定
め
る
も
の
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で

し
た
が
、
説
明
資
料
（
三
十
数
ペ
ー
ジ
か
ら

成
り
、
図
や
表
を
中
心
に
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
。）
に
沿
っ
て
話
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
の

で
、
理
解
が
し
や
す
く
、
約
一
時
間
半
の
講

演
時
間
も
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
今
回
の
講
演
は
、
今
後
の
公
文
書

館
機
能
の
整
備
促
進
を
目
指
す
地
方
自
治
体

に
と
っ
て
は
、
ま
さ
に
時
宜
を
得
た
も
の
で

あ
り
、
大
変
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

（
追
記
）「
公
文
書
管
理
法（
仮
称
）」は
、「
公

文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
」
と
し
て
本

年
六
月
二
十
四
日
に
成
立
し
ま
し
た
（
施
行

は
公
布
の
日
か
ら
二
年
以
内
）。
地
方
公
共

団
体
に
関
し
て
は
、「
第
三
十
四
条
（
地
方

公
共
団
体
の
文
書
管
理
）」
に
お
い
て
、「
地

方
公
共
団
体
は
、
こ
の
法
律
の
趣
旨
に
の
っ

と
り
、
そ
の
保
有
す
る
文
書
の
適
正
な
管
理

に
関
し
て
必
要
な
施
策
を
策
定
し
、
及
び
こ

れ
を
実
施
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。」
と
規
定
さ
れ
、
適
正
な
文
書
管
理
に

関
す
る
施
策
の
実
施
に
つ
い
て
地
方
公
共
団

体
の
努
力
義
務
が
明
記
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
県
で
は
、こ
の
法
律
の
成
立
を
受
け
て
、

現
行
の
公
文
書
管
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

（
甲
村
輝
則
）

歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
公
文

書
等
の
保
存
・
利
用
に
関
す
る

市
町
村
連
絡
会
議 （
報
告
）

講演の様子
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所
蔵
資
料
検
索
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

　

本
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
「
所
蔵
資

料
検
索
シ
ス
テ
ム
」
を
お
使
い
に
な
っ
た
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
。
シ
ン
プ
ル
に
語
句
等
を

入
力
す
る
だ
け
で
も
、
資
料
を
検
索
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
所
蔵
検
索
に
付
い
て
い

る
い
く
つ
か
の
機
能
を
理
解
す
る
と
、
よ
り

わ
か
り
や
す
く
、
結
果
を
表
示
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
ソ
ー
ト
の
機
能
と
Ａ
Ｎ
Ｄ
検
索

を
使
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
の

言
葉
の
意
味
で
す
が
、ま
ず
ソ
ー
ト
は
「
整
列
」

を
意
味
し
ま
す
。
そ
し
て
Ａ
Ｎ
Ｄ
は
「
か
つ
」

を
表
し
ま
す
。
例
え
ば
、
イ
Ａ
Ｎ
Ｄ
ロ
な
ら
ば

イ
か
つ
ロ
と
な
り
、
そ
れ
が
表
す
と
こ
ろ
は
イ

と
ロ
を
両
方
含
む
集
合
体
に
な
り
ま
す
。

　

例
と
し
て
、資
料
名
に
「
青
少
年
」
と
「
地

域
」
の
語
句
を
両
方
含
む
資
料
を
探
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
、
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
所
蔵
資
料
検
索

ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
し
ま
す
。
資
料
区
分
が

表
示
さ
れ
ま
す
の
で
、「
全
所
蔵
文
書
」
を

選
択
し
ま
す
と
、
入
力
画
面
が
現
れ
ま
す
。

簿
冊
名（
資
料
名
）に「
青
少
年
」と「
地
域
」

を
入
力
し
て
み
ま
す
。
そ
し
て
、
二
つ
の
語

句
を
Ａ
Ｎ
Ｄ
の
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
こ

と
で
関
係
づ
け
ま
す
。
次
に
、
ソ
ー
ト
１
を

「
作
成
部
課
室
」（
昇
順
）
に
、
ソ
ー
ト
２
を

「
完
結
年
度
」（
昇
順
）
に
し
て
み
ま
す
。
具

体
的
に
は
図
１
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
検
索
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク

　

図
２
の
検
索
結
果
を
見
て
み
ま
す
。
簿
冊

名
（
資
料
名
）
に
「
青
少
年
」
と
「
地
域
」

と
い
う
語
句
を
両
方
含
む
も
の
が
挙
が
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
Ａ
Ｎ
Ｄ
検
索
の
機
能
に
よ

り
ま
す
。
ま
た
、
作
成
部
課
室
を
見
る
と
、

五
十
音
順
に
並
ん
で
お
り
、
さ
ら
に
、
作
成

部
課
室
が
同
じ
も
の
を
見
る
と
、
完
結
年
度

の
古
い
順
か
ら
並
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は

ソ
ー
ト
の
機
能
に
よ
る
も
の
で
す
。
検
索
結

果
が
何
十
件
も
あ
る
場
合
は
こ
の
ソ
ー
ト
の

機
能
が
役
に
立
つ
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
例
で
は
使
わ
な
か
っ
た
Ｏ
Ｒ
検
索

の
機
能
で
す
が
、
Ｏ
Ｒ
は
「
ま
た
は
」
を
意

味
し
、
ハ
Ｏ
Ｒ
ニ
で
あ
れ
ば
、
ハ
、
ニ
何
れ

か
を
含
む
資
料
名
が
挙
が
り
ま
す
。

　

少
し
難
し
く
感
じ
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
ど
う
ぞ
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
井
上
千
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

検
索
豆
知
識　
　

　

皆
さ
ん
に
馴
染
み
が
薄
い
と
思
わ
れ
る

二
つ
の
語
句
の
解
説
を
し
ま
す
。　

　

修
史
関
係
文
書

　

修
史
と
は
、
歴
史
を
編
纂
物
に
ま
と
め

る
こ
と
で
、
本
館
で
は
「
愛
知
用
水
史
」

や
「
豊
川
用
水
史
」
が
こ
れ
に
当
た
り
ま

す
。

　

件
名
目
次

　

起
案
文
書
の
題
名
を
一
覧
に
し
た
も

の
。
入
力
画
面
の
「
件
名
目
次
」
に
語
句

を
入
れ
て
検
索
も
で
き
ま
す
し
、
簿
冊
名

で
検
索
し
、
そ
の
検
索
結
果
か
ら
該
当
文

書
の
件
名
を
み
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

公
文
書
等
の
新
規
公
開

　

本
館
で
は
、
保
存
し
て
い
る
公
文
書
が
完

結
後
三
十
年
を
経
過
す
る
と
、
個
人
情
報
が

含
ま
れ
る
な
ど
の
理
由
で
一
般
の
利
用
に
供

し
な
い
も
の
を
除
き
、
公
開
し
て
い
ま
す
。

な
ぜ
、
三
十
年
か
と
言
う
と
、
三
十
年
は
概

ね
一
世
代
に
当
た
り
、
一
世
代
を
経
た
も
の

で
あ
れ
ば
、
関
係
者
も
代
わ
り
、
オ
ー
プ
ン

に
し
て
も
問
題
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
と
の

考
え
方
に
よ
る
も
の
で
、
国
際
的
な
基
準
に

も
沿
っ
た
も
の
で
す
。

　

今
年
度
は
昭
和
五
十
三
年
度
完
結
の
公
文

書
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
公
開
予
定
冊
数
は

一
五
二
八
冊
、
う
ち
本
庁
分
が
九
三
％
、
地

方
機
関
分
が
四
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
部
局

別
で
は
、
建
設
部
が
四
二
％
と
最
も
多
く
、

次
い
で
農
林
水
産
部
、
健
康
福
祉
部
の
順
と

な
っ
て
い
ま
す
。
新
た
に
公
開
さ
れ
る
公
文

書
で
は
、「
陶
磁
資
料
館
（
仮
称
）
本
館
棟

敷
地
造
成
工
事
」「
主
食
用
米
穀
の
配
給
及

び
購
入
割
当
綴
」「
交
通
事
故
多
発
区
間
の

安
全
点
検
綴
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ

れ
ら
は
整
理
が
で
き
次
第
、
順
次
閲
覧
で
き

ま
す
。
な
お
、
本
館
で
は
、
公
文
書
の
ほ
か

に
も
、
行
政
刊
行
物
等
を
所
蔵
し
て
お
り
、

昨
年
度
の
一
年
間
で
は
一
、
○
二
六
冊
受
け

入
れ
ま
し
た
。行
政
刊
行
物
等
に
つ
い
て
は
、

受
入
れ
後
、
整
理
が
で
き
次
第
、
利
用
に
供

し
て
い
ま
す
。

　

公
文
書
館
の
近
く
に
お
越
し
の
際
は
、
一

度
、
お
寄
り
に
な
っ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

あ
な
た
の
興
味
を
呼
ぶ
資
料
に
出
会
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。　
　
　
　
　
（
後
藤
恭
介
）

公
文
書
館
利
用
の
て
び
き

図２ 図１
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刊
行
物
等
の
収
集
、
整
理
に
関
し
て

収
集　

　

県
で
作
成
ま
た
は
取
得
し
た
広
報
資
料
・

調
査
統
計
資
料
・
報
告
書
等
の
行
政
刊
行
物

は
、「
行
政
資
料
の
収
集
及
び
閲
覧
に
関
す

る
規
程
」
に
基
づ
き
公
文
書
館
に
送
付
さ
れ

ま
す
。
そ
の
他
、
参
考
資
料
と
し
て
必
要
な

刊
行
物
に
つ
い
て
は
寄
贈
を
受
け
た
り
、
購

入
し
た
り
し
て
収
集
し
て
い
ま
す
。
刊
行
物

は
「
愛
知
県
公
文
書
館
刊
行
物
等
整
理
保
存

要
領
」
に
従
っ
て
随
時
整
理
し
利
用
に
供
し

ま
す
。　

デ
ー
タ
登
録　

　

整
理
用
目
録
デ
ー
タ
を
日
本
目
録
規
則
に

準
じ
て
作
成
し
ま
す
。
分
類
番
号
、資
料
名
、

編
著
者
名
、
発
行
機
関
名
、
作
成
年
月
日
、

規
格
、
登
録
番
号
、
受
入
年
月
日
、
受
入
方

法
等
を
刊
行
物
デ
ー
タ
入
力
シ
ー
ト
に
入
力

し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
デ
ー
タ
を
公
文
書
管

理
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
に
登
録
し
、
所
蔵
検
索
シ

ス
テ
ム
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
配
信
し
て

い
ま
す
。

装
備　

　

登
録
す
る
資
料
に
は
、
登
録
番
号
を
付
与

し
、
資
料
の
標
題
紙
裏
に
受
入
印
を
押
し
、

登
録
番
号
を
記
し
ま
す
。
又
、
日
本
十
進
分

類
法
に
準
じ
て
分
類
し
、
請
求
記
号
を
決
定

し
ラ
ベ
ル
貼
付
等
の
装
備
を
施
し
ま
す
。

配
架　

　

装
備
が
完
了
す
る
と
、
日
本
十
進
分
類
順

に
書
庫
又
は
開
架
室
に
配
架
し
ま
す
。

　

本
県
の
行
政
刊
行
物
に
つ
い
て
は
、
利
用
の

便
を
は
か
る
た
め
、
受
入
時
点
で
複
本
を
開
架

書
架
に
作
成
部
課
室
別
に
並
べ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
官
報
、
愛
知
県
公
報
は
年
度
末
に

製
本
し
、
登
録
し
て
閉
架
書
架
に
配
架
し
て

い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
、
他
県
市
公
文
書
館
及
び
文
書

館
発
行
の
刊
行
物
、
全
史
料
協
関
係
の
会
報

等
、
愛
知
県
内
の
博
物
館
の
刊
行
物
、
他
県

発
行
の
自
治
体
史
誌
類
等
も
簡
易
整
理
を
し

て
開
架
書
架
に
並
べ
て
い
ま
す
。

　
（
小
崎
恵
子
）

　

明
治
期
県
庁
文
書
の
整
理
、

　
　
　
　
　
　

目
録
作
成
に
関
し
て

　

愛
知
県
に
は
、
残
念
な
が
ら
明
治
期
の
県

庁
文
書
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
な

ぜ
な
ら
、
昭
和
十
三
年
に
現
在
の
県
庁
舎
竣

工
に
伴
い
、
県
庁
舎
が
南
武
平
町
か
ら
移
転

し
た
際
、
多
数
の
公
文
書
が
廃
棄
さ
れ
た
か

ら
で
す
。そ
の
折
、尾
張
徳
川
黎
明
会
が
研
究

調
査
資
料
と
し
て
廃
棄
文
書
の
払
い
下
げ
を

願
い
出
、
廃
棄
予
定
の
ほ
と
ん
ど
の
文
書
類

が
譲
渡
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、尾
張
徳
川
黎

明
会
で
は
研
究
資
料
と
し
て
価
値
が
高
い
と

判
断
し
た
も
の
を
残
し
、
残
り
は
県
庁
の
承

認
の
も
と
に
廃
棄
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
ら
の
文
書
は
、
現
在
、（
財
）
徳
川

黎
明
会
徳
川
林
政
史
研
究
所
の
ほ
か
、
国
文

学
研
究
資
料
館
に
も
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
水
産
関
係
の
愛
知
県
庁
文
書
は
、
水

産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
中
央
水
産
研
究
所
に

所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
館
で
は
こ
れ
ら
の

機
関
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
県
庁
文
書
を
、
複

製
本
と
し
て
作
成
し
利
用
に
供
し
て
い
ま
す
。

　

徳
川
林
政
史
研
究
所
及
び
中
央
水
産
研
究

所
所
蔵
の
県
庁
文
書
に
関
し
て
は
、
件
名
目

録
作
成
を
既
に
終
え
、
現
在
は
、
国
文
学
研

究
資
料
館
所
蔵
の
文
書
約
二
四
〇
〇
冊
の
作

業
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
末
ま
で
に

約
一
四
〇
〇
冊
を
終
了
し
、
今
年
度
は
、
明

治
十
年
代
後
半
以
降
の
「
徴
兵
」
関
係
の
簿

冊
と
、
明
治
十
年
代
か
ら
二
十
年
代
の
土
木

に
関
す
る
「
回
議
留
」
を
中
心
に
読
み
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

（
薗
部
よ
し
子
）

県の木　　ハナノキ

ミ
ニ
企
画
展

　

愛
知
の
新
聞
史

　

平
成
二
十
一
年
二
月
二
日
（
月
）
か

ら
三
月
二
十
三
日
（
月
）
に
か
け
て
、

本
館
展
示
室
に
お
い
て
ミ
ニ
企
画
展
「
愛

知
の
新
聞
史
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
館
が
所
蔵
す
る
新
聞
関
係
資
料
は
、

古
文
書
な
ど
の
収
集
家
で
あ
っ
た
故
湯

浅
四
郎
氏
か
ら
、
か
つ
て
本
館
に
寄
贈
い

た
だ
い
た
も
の
で
す
。
現
在
、
目
録
の

デ
ー
タ
化
に
向
け
て
再
整
理
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
の
資
料
の
中
か
ら
貴

重
な
も
の
を
選
び
、
幕
末
維
新
期
か
ら
昭

和
前
期
に
至
る
、
主
に
愛
知
県
を
中
心
と

し
た
新
聞
の
歩
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

主
な
展
示
資
料
は
、
幕
末
維
新
期
発
行

の
「
中
外
新
聞
」（
佐
幕
派
）「
内
外
新
聞
」

（
新
政
府
側
）、
愛
知
県
内
発
行
の
「
名

古
屋
新
聞
」（
文
明
社
発
行
）「
扶
桑
新
聞
」

「
新
愛
知
」「
名
古
屋
新
聞
」（
名
古
屋
新

聞
社
発
行
）、
錦
絵
に
よ
り
記
事
を
紹
介

し
た
「
東
京
日
日
新
聞
」「
錦
書
百
事
新

聞
」
等
で
、
大
変
好
評
で
し
た
。

展示風景
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修
復
の
窓 

　

本
年
修
復
を
し
て
い
る
昭
和
五
十
三
年

度
完
結
文
書
の
な
か
に
、「
老
人
の
た
め

の
明
る
い
ま
ち
推
進
事
業
」が
あ
り
ま
す
。

こ
の
事
業
の
趣
旨
は
、「
老
人
を
い
た
わ

り
、
大
切
に
し
、
老
人
の
能
力
を
い
か
し
、

生
き
が
い
を
た
か
め
、
老
人
の
孤
独
を
な

く
し
、
市
民
と
の
交
流
を
ふ
か
め
て
明
る

い
老
後
の
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
」
で
す
。

　

昭
和
五
十
年
度
、
本
県
の
一
宮
市
を
始

め
全
国
で
九
市
が
、
当
時
の
厚
生
省
か
ら

こ
の
事
業
の
指
定
を
う
け
ま
し
た
。「
老

人
の
た
め
の
明
る
い
ま
ち
推
進
協
議
会
」

が
主
体
と
な
り
、
事
業
の
趣
旨
に
沿
っ
た

活
動
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
で
す
。
一
宮
市

の
事
業
活
動
内
容
は
、
趣
味
（
ク
ラ
ブ
活

動
）、
作
品
展
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
ほ
か
、

自
動
火
災
警
報
器
貸
与
や
愛
の
杖
給
付
な

ど
の
十
五
事
業
で
し
た
。
他
市
で
は
、
民

芸
品
の
伝
承
や
徳
育
振
興
大
会
な
ど
年
輪

を
重
ね
た
も
の
な
ら
で
は
の
事
業
活
動
の

ほ
か
、
平
成
十
二
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
た

介
護
保
険
制
度
の
先
駆
け
の
よ
う
な
、
託

老
セ
ン
タ
ー
の
設
置
や
在
宅
ケ
ア
活
動
が

計
画
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、「
こ
ど
も
の
日
」
は
昭
和

二
十
三
年
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
老
人

に
関
し
て
は
、
昭
和
三
十
八
年
に
老
人
福

祉
法
が
制
定
さ
れ
て
「
老
人
の
日
」
が
設

け
ら
れ
、昭
和
四
十
一
年
に
「
敬
老
の
日
」

に
改
称
さ
れ
て
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
化
社
会
の
進
展
に
伴
い
生
起
す
る

諸
問
題
の
解
決
に
、
一
宮
市
や
他
の
八
市

の
事
業
活
動
は
参
考
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岡
田
利
彦
）

N

■県体育館

■国立病院機構
　名古屋医療
　センター

市役所市役所
西庁舎

県庁西庁舎
市役所駅

県庁

至清水口

地
下
鉄
名
城
線

至栄

愛知県公文書館
愛知県自治センター

7階

利 用 案 内
■ 交 通 機 関 ■
地下鉄名城線「市役所」下車　5番出口
市バス・名鉄バス（基幹バス）「市役所」下車　

■ 開 館 時 間 ■
午前9時～午後5時

■ 休 館 日 ■
土曜日・日曜日・整理期間（春季10日以内）
国民の祝日・年末年始（12月28日～ 1月4日）

■ 利 用 方 法 ■
・資料の閲覧は無料です。
・閲覧をする場合は、備え付けの「閲覧票」に所
定の事項を記入の上、受付に提出してください。

・所蔵資料の複写にも応じています。（有料）
　※一部複写できないものがあります。
・館外貸出は行っておりません。

■ 展 　 　 示 ■
展示室では常設展や毎年テーマを定めた企画展を
開催し、所蔵資料等の展示を行っています。

ホームページアドレス　　http://www.pref.aichi.jp/kobunshokan/

▼　

愛
知
県
公
文
書
館
だ
よ
り
第
十
四
号
を

お
届
け
し
ま
す
。

　
　

本
号
で
は
、「
公
文
書
館
利
用
の
て
び

き
」
を
特
集
し
ま
し
た
。
過
去
に
数
回
、

資
料
の
保
存
方
法
や
資
料
の
探
し
方
等
に

つ
い
て
の
記
事
を
掲
載
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
が
、
今
回
は
切
り
口
を
変
え
て
み

ま
し
た
。
皆
様
の
お
役
に
立
つ
こ
と
が
で

き
れ
ば
幸
い
で
す
。　
　
　
　
　
　
　

▼　

豊
橋
市
在
住
の
岡
都
子
さ
ん
の
ご
協
力

に
よ
り
、
県
の
花
、
木
、
魚
の
カ
ッ
ト
が

揃
い
ま
し
た
。

　
　

岡
さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

愛
知
県
公
文
書
館
だ
よ
り　

第
十
四
号

平
成
二
十
一
年
十
二
月
二
十
五
日

編
集
発
行　

愛
知
県
公
文
書
館

　

〒
四
六
〇

〇
〇
〇
一

　

名
古
屋
市
中
区
三
の
丸
二

三

二

　

愛
知
県
自
治
セ
ン
タ
ー
内

　

電　

話
〇
五
二
（
九
五
四
）
六
〇
二
五

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
五
二
（
九
五
四
）
六
九
〇
二

　

電
子
メ
ー
ル

　
　
　

kobunshokan@
pref.aichi.lg.jp

編
集
後
記

編
集
後
記

県の花　カキツバタ



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 150
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


